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Additional data on the stone monuments related to flood and debris flow disasters in Hiroshima 
Prefecture, southwest Japan, and the historical transition of those monuments.
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要旨：本稿では，情報提供により新たに見いだした 10 基の広島県内の水害碑の特徴について記載した上で，県内
における近世の後半から現在までに建立された 50 基の水害碑の歴史的変遷を明らかにする。県内の水害碑の全 50
基の属性（建立年，碑の縦横比，使用している文字，碑文の内容，文字数）を整理した結果，明治前～中期と，






Abstract: The inscriptions on 10 stone monuments related to flood or debris flow disasters in Hiroshima Prefecture, 
southwest Japan, were described. In total, there are 50 monuments in Hiroshima Prefecture based on our previous data and 
these additional data. Two turning points in the 1880s and 1950s were recognized based on the characteristics of the 
monuments in terms of their inscription contents, volume of contents, ratio of height and length of the monuments, and use 
of written language. Few monuments were built before the 1880s and their contents were less informative. Monuments 
erected from the 1880s to the 1950s were taller; their contents were characterized as detailed information relating to damage 
or restoration and were inscribed using kanbun, Chinese characters only, or kanji characters with katakana. The inscriptions 
on some monuments expressed residents’ appreciation for solatium from the Emperor or honored a person who contributed 
to the restoration after disaster. Fewer monuments built after the 1950s acknowledged disaster damage or restoration, and 
their contents were less informative, but more monuments were memorialized victims with a short message. The characters 
inscribed on these monuments were kanji with hiragana. Wider monuments were observed after the 1970s.






























































































































































































































































三 次 市 三
次町
34° 48’46.80 132° 50’23.54 漢 1842 慰霊(仏教) 三次町講中 不明 なし 不明 洪水 不明
2 3 膺懲碑
呉 市 広 名
田一丁目
34° 13’39.53 132° 33’20.82 漢 1885 被災 /復旧 広村戸長 0 なし 1884 年 高潮 不明
3 10 水害復興記念
広 島 市 西
区 三 滝 本
町
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正 15）年 9 月の水害は，豪雨に伴い広島市周辺で数
多くの土石流が発生し，この災害に伴う碑も安芸区畑
賀，中野，安佐南区山本，府中町宮の町の 4 基（図 1
の碑番号 13，17，19，20）確認されている。ただし，
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　本碑（図 2e）は，府中市高木，扇橋北約 500m の
芦田川左岸の堤防下に設置している，高さ 3 ｍを超え























れており，1966（昭和 40）年 6 月 20 日に発生した土
砂流出により埋もれて死亡した 7 人を弔うために建







和 45）年 8 月の豪雨水害に伴うものであり，復興を





















































は，便宜的に 750 文字以上，500 文字以上～ 750 文字




横長の碑は 1966 年の碑番号 29 の碑から認められ，
現在まで 13 基の横長碑が建立されている。1970 年以












番号 碑名 建立年 縦横比 文字 内容 文字数 番号 碑名 建立年 縦横比 文字 内容 文字数
1
就洪水小寺池堤切損
再築調 1831 1.5 漢 復旧 D 26
昭和二十六年災害復
旧記念碑 1956 1.6 平
被 災 / 復 旧
(顕彰 ) D
2 碑名なし（読誦塔） 1842 2.5 漢 慰霊 (仏教 ) D 27 慰霊碑 1956 2.1 平 慰霊 D
3 膺懲碑 1885 1.7 漢 被災 /復旧 A 28 慰霊碑 1965 2.4 平 慰霊 D
4 水害之碑 1909 2.5 漢 被災 /復旧 A 29 比治山鶯谷崖崩犠牲者慰霊碑 1966 0.7 平 慰霊 D
5 水害碑 1910 1.9 漢 被 災 / 復 旧(天皇,顕彰) A 30 水難之碑 1968 2.1 平 被災 D
6 水害碑 1910 2.0 漢 被 災 / 復 旧(天皇,顕彰) A 31 水害遭難之碑 1968 2.2 片 被災 D
7 報恩 1911 3.0 漢 被 災 / 復 旧(天皇,顕彰) C 32 慰霊碑 1969 1.7 人名のみ 慰霊 D
8 災害の碑 1918 1.9 漢 被 災 / 復 旧(顕彰 ) A 33
京大原爆災害調査班
遭難記念碑 1970 0.5 平 慰霊 D
9
日親聖人小松原説法
霊跡復興記念碑 1927 4.1 漢 慰霊 (仏教 ) D 34 復興の碑 1973 0.5 平 被災 /復旧 D
10 水害復興記念 1929 4.4 漢 復旧 D 35 社殿再建之碑 1979 0.4 平 被災 /復旧 D
11 水害紀念碑 1930 5.2 漢 被災 D 36 慰霊碑 1989 1.3 平 被災 /慰霊 D
12 水害碑 1930 2.2 漢 被災 C 37 災害碑 1991 0.8 平 被災 /復旧 C
13 畑賀村水害碑 1930 2.9 漢 被災 /復旧 A 38 復旧記念碑 1992 0.8 平 被災 /復旧 C
14 丁未水害之碑 1931 2.0 漢 被災 D 39 ルース台風を偲ぶ 1992 0.5 平 被災 / 復旧 /慰霊 D
15 伴安水災復興碑 1932 2.4 片 被災 /復旧 C 40 昭 和 二 十 年 水 害 慰霊碑 1993 0.6 平 慰霊 D
16 植林事業施功碑 1934 2.2 漢(片) 被災 /復旧 B 41 平成 5 年発生災害復旧記念碑 1995 0.5 平 被災 /復旧 C
17 水害記念碑 1935 1.8 漢 復旧 D 42 慰霊碑 1995 1.4 平 慰霊 D
18
昭和 7 年災害復旧記
念碑 1936 2.7 片 被災 /復旧 C 43
農 業 構 造 改 善 圃
場 整 備 記 念 碑 
東城広域農道持丸工
区記念碑
2000 0.9 平 被災 /復旧 D
19 瀬川卯一翁彰徳碑 1943 2.3 片 頌徳 C 44 忘れまい大災害 2012 1.3 平 被災 C
20 水害記念碑 1944 2.0 片 被 災 / 復 旧(天皇,顕彰) D 45
平 成 22 年 庄 原 豪
雨 災 害 篠 堂 川　 
復旧記念碑
2014 0.7 平 被災 /復旧 C
21 水害死歿者　供養塔 1945 1.3 片 慰霊 (仏教 ) D 46 鎮魂の碑 2015 0.7 人名のみ 慰霊 D
22
小寺池災害復旧拡築
記念 1948 1.8 片 復旧 D 47 土砂災害記念碑 2015 0.7 平 慰霊 /被災 D
23 洪水災害復旧記念碑 1950 4.2 片 被災 /復旧 B 48 慰霊碑 2015 0.8 平 被災 /慰霊 D
24 不明 1956 1.1 平 被災 D 49 広島土砂災害忘れまい８・２０ 2015 1.1 平 被災 /慰霊 D
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ら漢字平仮名交じり文への変換期は，1950 ～ 1956 年
にほぼ特定できる。なお 1968 年建立の碑番号 31 が
漢字片仮名交じり文となっているが，それより前の碑
























し，碑番号 20 は，対象となっている災害は 1926（大













8 月の広島土砂災害の 4 基の慰霊碑（碑番号 46，47，
48，49）もこの傾向の中に位置づけられよう。一方，







































































































（2017 年 8 月 31 日受付）
（2017 年 12 月 6 日受理）
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⼀六〇ミリ
      
   
⼀溺死⼈員




   
 ⼆⼆〇町歩
      
   
⼀流失家屋








      
   
⼀全壊家屋
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 昔の記録を⾒てみると︑我らの住む広⼤新開は元禄⼆︵⼀六⼋九︶年に開墾し始め︑⼆百年が経った︒今述べてきたような災害は︑広村の歴史上︑前代未聞の地変 ある︒後の世で︑ど してこ
のことが鑑みられないだろうか︑いや必ず鑑みられるはずであ
る︒堤防⼯事に⼒を尽くし︑⼾⻑以下修築委員等 あらゆる場所へ赴き⼯事の沙汰を取りまとめ︑焦⼼苦慮して︑三⽇間にわたる⼯事によりやっとのことで堤防を完成させた︒⼤新開の古堤はおよそ三か所あって︑末広開墾地の⻄堤と合わせて古堤の三か所を繋げて⼀つの堤防とし︑ そ ⻑さは百数⼗間に及んだ︒ 災害発⽣後















   
      



























   
      




      
      
      




      
      
      






     
      
      






























り︒後世豈に之に鑑みざるや︒防隄に⼒を尽くし︑⼾⻑已下脩築委員等︑百⽅周旋し︑焦⼼苦慮し︑三⽇にて漸く成る︒其れ⼤新開の古堤︑ 凡そ三処末広墾 ⻄堤︑ 亦三処合して
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客歳秋⼋⽉念五⼣⼗時⼆更烈⾵傾地駛⾬為軸海氣⼤變
  
佐々⽊義三
 
雲涛捲岸滔天之勢⼈⼒不可以禦諸墾⽥満汐崩堤隤路在
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如是⽽⼰稽古記如吾⼤新開元禄⼆年開墾殆経⼆百年矣
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⽽今如此在本村則前代未聞之地変也後世豈不鑒之防隄
 脩築委員
 
盡⼒⼾⻑已下脩築委員等百⽅周旋焦⼼苦慮三⽇⽽漸成
  
宇都宮寧之助
 
其⼤新開古堤凡三處末廣墾⻄堤亦三處合⽽為⼀百数⼗
  
⻄本万助
 
間⾃今⽽後無復衝冒之災患者將使後⼈知 噫展⼒之列
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